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第
六
章
の
１ 

 

【
原
文
】 

九
月
二
十
五
日
、
水
曜
日
、
七
時
に
起
床
。 

眠
れ
な
い
日
が
続
く
。
ま
し
て
昨
夜
は
例
の
事
件
が
あ
っ
た
せ
い
で
、
と
て
も
神
経
を
休
め

る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。 

陽
子
の
バ
イ
ク
で
、
車
に
襲
わ
れ
た
現
場
に
戻
っ
た
私
は
、
彼
女
を
帰
宅
さ
せ
る
と
す
ぐ
に

近
く
の
公
衆
電
話
でS

警
察
に
連
絡
し
た
。
十
分
ほ
ど
大
谷
た
ち
が
か
け
つ
け
て
き
て
、
現
場
検

証
お
よ
び
事
情
聴
取
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

私
は
陽
子
と
の
こ
と
は
話
さ
ず
、
し
た
が
っ
て
追
跡
劇
の
こ
と
も
ふ
せ
た
ま
ま
で
、
あ
と
は

あ
り
の
ま
ま
を
述
べ
た
。
彼
女
の
こ
と
を
喋
れ
ば
、
当
然
何
故
彼
女
が
そ
こ
に
居
合
せ
た
か
を
追

求
す
る
だ
ろ
う
か
ら
だ
。
そ
う
な
る
と
狂
言
強
姦
の
こ
と
も
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ

れ
に
こ
れ
以
上
彼
女
を
今
回
の
事
件
に
巻
き
込
み
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
働
い
た
。 

襲
わ
れ
て
か
ら
通
報
す
る
ま
で
に
四
十
分
近
く
か
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
と
大
谷
は
訊
い

た
。
そ
れ
に
対
し
て
私
は
、
車
を
追
跡
し
よ
う
と
タ
ク
シ
ー
を
ひ
ろ
っ
た
が
、
そ
の
時
点
で
す
で

に
見
失
っ
て
お
り
、
あ
て
も
な
く
走
り
回
っ
て
い
る
、
う
ち
に
む
だ
に
時
間
を
貴
し
て
し
ま
っ
た

と
答
え
た
。
少
し
苦
し
い
か
な
と
思
っ
た
が
、
大
谷
は
疑
っ
て
い
る
ふ
う
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ

よ
り
私
の
回
り
に
見
張
り
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
し
き
り
に
悔
し
が
っ
て
い
た
。 

  

【
訳
文
】 

９
月
２
５
日
，
星
期
三
，
７
點
鐘
起
床
。 

連
日
失
眠
的
情
況
依
舊
，
更
甭
說
昨
夜
發
生
的
事
情
，
讓
人
無
法
放
鬆
精
神
。 

回
到
陽
子
的
腳
踏
車
被
撞
的
事
故
現
場
後
，
我
讓
陽
子
先
回
家
，
隨
即
用
附
近
的
公
共
電
話

聯
絡
了
Ｓ
警
局
。
約
莫
１
０
分
鐘
，
大
谷
一
行
人
趕
到
後
，
便
開
始
現
場
搜
證
並
打
聽
事
件
經

過
。 

我
沒
有
提
及
與
陽
子
的
事
，
和
那
之
後
高
潮
迭
起
的
跟
蹤
過
程
。
除
此
之
外
，
就
如
事
情
的

原
貌
陳
述
。
倘
若
提
起
她
，
必
然
被
追
問
她
在
現
場
的
原
因
。
如
此
一
來
，
也
就
不
得
不
說
出
造

假
強
姦
的
事
。
況
且
，
我
心
裡
著
實
不
願
讓
她
再
卷
入
這
次
的
事
件
中
。 

 

大
谷
也
有
疑
慮
為
何
從
被
襲
擊
到
通
報
花
了
４
０
分
鐘
，
我
回
答
，
為
了
追
蹤
肇
事
車
輛
，

雖
攔
了
計
程
車
，
但
卻
跟
丟
，
所
以
無
端
浪
費
許
多
時
間
四
處
搜
尋
。
對
此
大
谷
雖
些
許
懊
惱
，

但
卻
也
不
見
有
所
懷
疑
的
樣
子
。
倒
是
對
沒
派
人
在
我
周
圍
盯
哨
，
有
些
後
悔
。 



【
原
文
】 

現
場
に
は
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
も
の
は
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
車
の
タ
イ
ヤ
跡
は

分
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
大
谷
は
言
っ
た
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
、
赤
っ
ぽ
い
セ
リ
カ
・
ダ
ブ
ル
エ

ッ
ク
ス
だ
っ
た
と
い
う
私
の
証
言
が
、
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
は
ず
だ
。 

 

大
谷
は
、
「
焦
っ
て
犯
人
も
つ
ま
ら
ん
シ
ッ
ポ
を
出
し
た
も
の
で
す
な
」
と
余
裕
の
あ
る
態
度

を
み
せ
て
い
た
。 

 

本
当
に
こ
れ
で
真
犯
人
が
見
つ
か
っ
て
く
れ
れ
ば
あ
り
が
た
い
の
だ
が
。 

 

実
は
私
の
神
経
を
高
ぶ
ら
せ
て
い
る
原
因
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
例
の
高
原
陽
子
が
言

っ
た
言
葉
だ
。 

 

「
犯
人
は
男
性
用
入
口
か
ら
出
て
行
っ
た
。
」 

  

こ
の
証
言
は
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
今
ま
で
犯
人
は
更
衣
室
内
の
隔
壁

を
乗
り
越
え
て
、
女
性
用
出
入
口
か
ら
脱
出
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
合
鍵
の
可
能
性

も
、
北
条
雅
美
が
考
え
出
し
た
密
室
ト
リ
ッ
ク
も
、
全
て
こ
の
前
提
条
件
の
下
に
あ
っ
た
。
従
っ

て
こ
の
前
提
が
崩
れ
た
今
、
こ
れ
ら
の
推
理
は
全
て
根
底
か
ら
覆
さ
れ
て
し
ま
う
。 

 

で
は
犯
人
は
一
体
ど
う
や
っ
て
心
張
り
棒
を
か
ま
せ
た
の
か
？
村
橋
自
身
が
か
ま
せ
た
と
は

考
え
難
い
。
何
故
な
ら
陽
子
の
話
に
よ
る
と
、
犯
人
が
出
て
行
っ
た
の
は
村
橋
の
う
め
き
声
が
止

ま
ん
で
か
ら
だ
っ
た
ら
し
い
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
犯
人
は
村
橋
が
事
切
れ
る
の
を
確
認
し
て

か
ら
立
ち
去
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

  

【
訳
文
】 

現
場
沒
找
到
關
鍵
的
證
物
，
但
是
大
谷
說
，
從
車
子
留
下
的
胎
痕
，
或
許
能
有
所
發
現
。
此

外
，
更
大
的
收
獲
是
從
我
的
證
言
中
，
得
知
肇
事
車
是
台
紅
色
豐
田C

e
l
i
c
aX
X

。 

 

「
看
來
犯
人
情
急
之
下
漏
出
馬
腳
了
呀
！
」
大
谷
態
度
從
容
地
說
。 

 

若
真
能
這
樣
就
抓
到
犯
人
就
好
了
。 

 

其
實
，
讓
我
神
經
愈
發
緊
繃
的
原
因
還
有
一
個
。
那
就
是
高
原
陽
子
曾
說
過
的
話
。 

 

「
兇
手
是
從
男
性
用
出
入
口
離
開
的
。
」 

 
 

這
個
證
詞
的
意
義
重
大
。
目
前
為
止
，
犯
人
被
認
為
是
從
更
衣
室
內
爬
牆
，
從
隔
壁
的
女
性

用
出
入
口
逃
脫
的
。
雖
然
有
使
用
備
用
鑰
匙
的
可
能
性
，
然
而
，
包
含
北
條
雅
美
所
提
及
的
密
室

手
法
的
推
論
，
都
以
自
女
性
用
出
入
口
逃
脫
為
前
提
推
理
而
成
。
因
此
，
現
在
這
個
前
提
條
件
被

否
認
，
其
衍
生
的
推
理
就
全
都
被
推
翻
了
。 

 

那
犯
人
到
底
是
如
何
插
上
鎖
錠
並
上
鎖
的
？
很
難
想
像
村
橋
自
己
能
上
鎖
。
因
為
從
陽
子
的

話
來
看
，
兇
嫌
似
乎
是
在
村
橋
的
呻
呤
聲
停
止
後
才
離
開
。
恐
怕
是
確
認
村
橋
已
經
斷
氣
後
，
才

離
開
現
場
的
。 



【
原
文
】 

そ
う
な
る
と
何
ら
か
の
細
工
を
外
側
か
ら
施
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
だ
が
、
大
谷

刑
事
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
あ
の
心
張
り
棒
を
外
側
か
ら
か
ま
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
ど
う

し
て
も
不
可
能
な
の
で
あ
る
。 

 

犯
人
は
不
可
能
を
可
能
に
し
た
。
そ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
方
法
だ
っ
た
の
だ
？ 

 

実
は
こ
の
こ
と
も
ま
だ
大
谷
は
話
し
て
い
な
い
。
陽
子
の
こ
と
を
伏
せ
た
ま
ま
で
何
と
か
上

手
く
説
明
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
だ
っ
た
。 

 

私
が
何
度
も
朝
食
の
箸
を
止
め
る
か
ら
だ
ろ
う
、
裕
美
子
は
滅
入
っ
た
よ
う
に
言
っ
た
。 

 
 

い
つ
も
よ
り
早
く
学
校
に
着
く
と
、
私
は
真
っ
直
ぐ
に
更
衣
室
に
行
っ
た
。
こ
こ
二
週
間
近

く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
屋
舎
は
、
元
の
物
置
に
戻
っ
た
よ
う
な
薄
汚
れ
て
見
え
た
。 

 

私
は
慎
重
な
手
つ
き
で
、
男
性
用
出
入
口
の
戸
を
開
け
る
と
、
ゆ
っ
く
り
し
た
動
作
で
中
に

入
っ
た
。
カ
ビ
臭
い
空
気
が
鼻
を
つ
く
。
私
の
動
き
で
近
く
の
埃
が
舞
い
上
が
る
よ
う
な
気
さ
え

し
た
。 

 
 

【
訳
文
】 

倘
若
如
此
，
就
不
得
不
懷
疑
犯
人
可
能
用
不
明
的
小
工
具
，
由
外
側
上
鎖
的
方
向
來
考
量
。

如
同
大
谷
刑
警
所
說
，
要
讓
鎖
錠
從
外
面
上
鎖
的
可
能
性
微
乎
其
微
。 

 

兇
嫌
扭
轉
了
這
個
可
能
性
。
到
底
如
何
做
到
的
？ 

 

這
事
還
未
向
大
谷
提
起
。
我
還
在
思
索
，
該
如
何
告
訴
他
，
又
能
夠
不
提
及
陽
子
。 

 

「
昨
天
開
始
心
裡
就
有
事
吧
」 

 

早
餐
時
，
可
能
是
好
幾
次
停
下
筷
子
的
原
因
吧
，
裕
美
子
似
乎
不
太
高
興
。 

 

我
沒
向
裕
美
子
提
到
昨
天
的
事
，
怕
她
擔
心
。
但
表
情
卻
漏
了
餡
，
裕
美
子
好
幾
次
都
追
問

「
發
生
了
什
麼
事
」
。 

 

「
沒
什
麼
」
今
早
這
麼
回
答
後
，
就
早
早
放
下
筷
子
，
出
門
了
。 

 

我
比
平
常
早
到
學
校
，
真
接
踏
進
更
衣
室
。
近
兩
週
來
無
人
使
用
的
屋
舍
，
看
來
像
回
歸
舊

日
般
，
沾
上
了
薄
薄
的
灰
塵
。 

 

我
謹
慎
地
伸
手
，
打
開
了
男
性
用
出
入
口
的
門
，
緩
慢
地
移
身
進
去
。
空
氣
中
的
霉
味
衝
鼻

而
來
，
我
感
覺
到
周
遭
的
塵
埃
似
乎
因
我
的
闖
入
，
被
微
微
地
捲
起
，
輕
輕
地
飄
揚
了
起
來
。 

 
 

     



【
原
文
】 

部
屋
の
中
央
に
立
っ
て
ま
わ
り
を
見
直
し
て
み
る
。
換
気
孔
、
ロ
ッ
カ
ー
、
女
性
側
と
の
隔

壁
、
そ
し
て
出
入
口
…
こ
れ
ら
を
使
っ
て
何
と
か
仕
掛
が
作
れ
な
い
か
。
し
か
も
そ
れ
は
大
掛
か

り
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
。
短
時
間
に
実
行
で
き
て
、
し
か
も
形
跡
を
残
さ
な
い
よ
う
な
方
法
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

「
そ
ん
な
方
法
…
あ
る
わ
け
が
な
い
」 

 

私
は
一
人
そ
う
呟
い
て
み
た
。
思
わ
ず
そ
う
言
い
た
く
な
る
ほ
ど
、
こ
の
謎
の
壁
は
厚
い
。 

 

一
時
限
目
は
三
年
Ｃ
組
。 

 

昨
日
、
今
日
と
生
徒
達
の
私
を
見
る
目
が
今
ま
で
と
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
気
付
い
て
い

る
。
ど
う
い
う
種
類
の
視
線
か
は
一
言
で
は
言
合
せ
な
い
。
関
心
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
好

奇
の
目
と
も
違
う
よ
う
だ
。
彼
女
達
は
、
狙
わ
れ
た
の
は
竹
井
で
は
な
く
私
だ
と
知
っ
て
い
る
。

彼
女
達
の
上
目
使
い
の
視
線
は
、
私
が
一
体
ど
う
い
う
憎
し
み
を
犯
人
か
ら
う
け
て
い
る
の
か
を

想
像
し
楽
し
ん
で
い
る
目
だ
と
思
う
。
針
の
莚
に
座
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
を
味
わ
い
な
が

ら
、
私
は
授
業
を
進
め
て
い
っ
た
。
お
互
い
が
気
持
ち
を
張
り
詰
め
て
い
る
せ
い
か
、
こ
う
い
う

日
の
ほ
う
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
。
皮
肉
な
も
の
だ
。 

  

【
訳
文
】 

我
站
在
房
間
中
央
，
再
度
檢
視
了
周
遭
。
換
氣
孔
、
儲
物
櫃
、
女
性
更
衣
室
側
的
隔
板
、
以

及
出
入
口
…
這
些
東
西
，
有
沒
有
可
能
設
置
機
關
。
不
是
那
種
需
大
費
周
張
的
裝
置
，
而
是
短
時

間
內
即
可
完
成
，
且
不
留
下
任
何
痕
跡
的
方
法
。 

 

「
怎
麼
可
能
會
有
不
留
痕
跡
的
方
法
…
」 

 

我
喃
喃
自
語
。
幾
近
脫
口
而
出
似
的
，
如
謎
霧
般
伸
手
不
見
五
指
。 

 

第
一
堂
課
在
三
年
Ｃ
班
。 

 

我
察
覺
到
學
生
們
昨
天
和
今
天
看
我
的
目
光
，
有
些
不
同
。
至
於
是
哪
種
目
光
，
我
也
無
法

一
語
道
盡
。
看
來
像
是
抱
著
關
心
，
卻
又
與
好
奇
不
太
相
同
。
我
知
道
女
孩
們
所
在
意
的
對
象
並

非
竹
井
，
而
是
我
。
他
們
抬
眼
看
我
的
眼
神
，
倒
像
是
在
竊
喜
地
想
像
著
，
到
底
為
何
我
會
被
兇

手
盯
上
。
舔
嚐
著
如
座
針
氈
的
滋
味
，
邊
為
她
們
上
課
。
或
許
雙
方
都
揪
著
緊
繃
的
情
緒
，
反
而

讓
課
程
得
以
毫
無
阻
礙
地
進
行
。
真
是
諷
剌
啊
。 

     



【
原
文
】 

練
習
問
題
を
前
に
出
て
や
ら
せ
る
。
出
席
簿
を
見
て
、
私
は
顔
を
上
げ
た
。 

 
「
高
原
、
や
っ
て
く
れ
」 

 

は
い
、
と
や
や
ハ
ス
キ
ー
な
声
で
返
事
し
て
陽
子
は
立
ち
上
が
っ
た
。
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
真

っ
直
ぐ
に
黒
板
に
歩
み
寄
る
。
私
の
方
を
一
瞥
も
し
な
い
の
が
彼
女
ら
し
い
。 

 

白
い
ブ
ラ
ウ
ス
に
紺
の
ス
カ
ー
ト
の
後
ろ
姿
を
見
て
い
る
と
、
平
凡
な
一
女
子
高
生
と
し
か

映
ら
な
い
。
ラ
イ
ダ
ー
ス
ー
ツ
を
着
て
夜
の
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
疾
走
す
る
と
は
と
て
も
信
じ
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
。 

 

昨
日
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
実
を
彼
女
か
ら
聞
か
さ
れ
た
私
は
、
心
が
落
ち
着
い
て
か
ら
改

め
て
い
彼
女
に
訊
い
た
。 

「
そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
今
頃
に
な
っ
て
話
し
て
く
れ
る
気
に
な
っ
た
ん
だ
？
今
ま
で

君
は
俺
の
こ
と
を
避
け
て
ば
か
り
い
た
の
に
」 

 

陽
子
は
こ
の
質
問
に
答
え
に
く
そ
う
に
顔
を
そ
む
け
た
。
だ
が
す
ぐ
に
抑
揚
の
な
い
声
で
話

始
め
た
。 

 

「
そ
う
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
よ
。
だ
け
ど
、
雅
美
が
密
室
ト
リ
ッ
ク

を
推
理
し
て
、
刑
事
や
先
生
な
ん
か
も
そ
の
推
理
に
同
意
す
る
の
を
見
て
、
隠
し
て
ち
ゃ
ま
ず
い

か
な
っ
て
思
っ
た
わ
け
。
で
も
雅
美
の
間
違
っ
た
推
理
で
あ
た
し
の
ア
リ
バ
イ
も
成
立
し
た
し
、

村
橋
を
殺
し
た
犯
人
な
ん
か
捕
ま
ら
な
く
て
も
い
い
っ
て
気
が
し
て
た
」 

 

で
も
、
と
彼
女
は
髪
を
か
き
上
げ
た
。 

  

【
訳
文
】 

 

我
把
練
習
題
出
在
黑
板
上
。
看
過
出
席
簿
後
，
我
抬
起
頭
。 

 

「
高
原
，
妳
來
」 

 

好
的
，
陽
子
用
略
啞
的
嗓
子
回
應
站
起
來
。
帶
著
筆
記
本
直
直
地
走
向
黑
板
。
對
我
不
瞥
一

眼
的
態
度
倒
也
頗
像
她
的
作
風
。 

 

看
著
那
白
色
上
衣
搭
配
著
深
藍
色
裙
子
的
背
影
，
只
見
一
介
平
凡
無
奇
的
女
高
中
生
。
難
以

想
像
穿
著
車
衣
的
她
，
在
夜
晚
的
公
路
上
飆
速
的
樣
子 

 

昨
天
從
她
口
中
聽
到
那
驚
訝
的
事
實
後
，
我
平
靜
下
來
，
再
度
問
她
。 

 

「
為
什
麼
到
現
在
才
想
和
我
討
論
？
妳
不
是
一
直
在
躲
著
我
」 

 

陽
子
面
有
難
色
地
看
著
我
，
但
隨
即
用
毫
無
抑
揚
頓
挫
的
聲
調
開
始
說
。 

 

「
沒
特
別
的
原
因
。
看
到
刑
警
和
老
師
都
對
雅
美
的
密
室
推
理
如
此
贊
同
，
我
只
想
，
若
隱

瞞
下
去
不
太
好
。
但
是
，
因
為
雅
美
錯
誤
的
推
理
，
反
而
確
立
了
我
的
不
在
場
證
明
，
便
覺
得
就

算
逮
不
到
殺
了
村
橋
的
兇
手
，
應
該
也
沒
關
係
」 

 

她
抓
揚
了
下
頭
髮
。 

 



【
原
文
】 

 
「
前
島
先
生
が
狙
わ
れ
た
の
を
知
っ
て
不
安
に
な
っ
た
ん
だ
。
こ
の
ま
ま
あ
た
し
が
本
当
の

こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば
、
ず
っ
と
犯
人
は
捕
ま
ら
な
く
て
、
い
つ
か
本
当
に
先
生
が
殺
さ
れ
る
と

き
が
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
」 

 

私
は
言
葉
に
詰
ま
っ
た
。
何
が
「
し
か
し
」
な
の
か
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
。 

 

「
先
生
を
避
け
て
た
の
は
本
当
よ
。
だ
っ
て
先
生
は
あ
た
し
を
助
け
て
く
れ
な
か
っ
た
も

ん
。
あ
の
日
、
一
緒
に
信
州
に
行
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
も
ん
。
あ
の
日
あ
た
し
ど
ん
な
思
い
で
駅

で
待
ち
続
け
て
た
か
先
生
に
分
か
る
？
分
か
る
わ
け
な
い
よ
ね
。
だ
っ
て
先
生
に
と
っ
て
は
、
あ

た
し
な
ん
か
た
だ
の
ガ
キ
だ
も
の
」 

川
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
よ
う
に
陽
子
は
言
っ
た
。
彼
女
の
一
言
一
言
が
針
の
よ
う
に
私
の
心
を

突
き
刺
す
。
そ
の
痛
み
に
耐
え
か
ね
て
、
「
す
ま
な
か
あ
っ
た
」
と
不
様
な
呻
き
声
を
漏
ら
し
た
。 

 

「
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
だ
め
だ
ね
」 

 

陽
子
の
口
調
が
急
に
穏
や
か
に
な
っ
た
。
私
は
、
は
っ
と
し
て
そ
の
横
顔
を
見
る
。 

 

「
先
生
が
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
…

格
好
悪
い
っ
て
こ
と
は
分
か
っ
て
る
ん
だ
け
ど
走
り
出
し
て
た
。
バ
カ
み
た
い
…
だ
ね
。 

私
は
う
つ
む
き
、
自
分
が
彼
女
に
か
け
る
べ
き
最
良
の
言
葉
を
探
し
た
。
だ
が
結
局
そ
れ
は

見
つ
か
ら
ず
、
沈
黙
の
中
に
身
を
任
せ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。 

  

【
訳
文
】 

「
前
島
老
師
被
兇
手
盯
上
，
讓
我
覺
得
很
不
安
。
再
這
麼
下
去
，
若
不
說
出
實
情
，
兇
手
不

被
逮
捕
的
話
，
說
不
定
老
師
真
有
被
殺
的
一
天
」 

 

我
說
不
出
話
來
，
卻
也
無
法
辯
駁
。 

 

「
我
一
直
閃
躲
老
師
，
是
因
為
你
不
肯
幫
忙
嘛
。
那
天
，
你
沒
有
和
我
一
起
去
信
州
。
你
知

道
我
是
以
什
麼
心
情
，
一
直
在
車
站
枯
等
嗎
？ 

不
知
道
吧
。
我
在
老
師
的
眼
中
，
充
其
量
只
是
個

小
孩
。 

 

陽
子
像
是
對
河
大
吼
般
地
說
。
她
說
的
一
字
一
句
像
針
般
地
剌
進
我
的
心
。
我
忍
住
心
痛
，

嘴
邊
不
爭
氣
地
的
呻
呤
著
說
「
對
不
起
」
。 

 

「
但
是
，
我
不
能
這
樣
做
」 

 

陽
子
的
語
氣
突
然
變
得
平
穩
。
我
有
些
驚
訝
地
望
向
她
的
側
臉
。 

 

「
只
要
想
到
老
師
有
可
能
遭
到
毒
手
，
我
就
坐
立
不
安
…
我
知
道
很
沒
面
子
，
但
還
是
得
說

出
來
。
我
真
像
笨
蛋
…
」 

我
低
著
頭
，
試
著
找
出
合
宜
的
話
。
然
而
最
後
還
是
一
句
話
都
說
不
出
來
，
只
能
任
自
己
處

在
沉
默
之
中
。 

 
 

 



【
原
文
】 

 
授
業
が
終
わ
っ
た
後
、
松
崎
に
呼
ば
れ
て
、
警
察
が
職
員
の
自
家
用
車
を
調
べ
て
い
る
よ
う

だ
が
何
か
知
ら
な
い
か
と
訊
か
れ
た
。
面
倒
な
の
で
知
ら
な
い
と
答
え
て
お
い
た
が
、
早
速
捜
査

を
始
め
た
ら
し
い
な
と
、
内
心
気
持
ち
が
張
り
つ
め
る
思
い
だ
っ
た
。 

 

休
憩
時
間
に
、
廊
下
で
ケ
イ
と
逢
っ
た
。
練
習
が
で
き
な
く
て
残
念
と
、
珍
し
く
不
機
嫌
な

顔
を
隠
そ
う
と
し
な
い
。 

 

「
お
ま
け
に
そ
こ
ら
中
に
目
つ
き
の
悪
い
の
が
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
る
し
、
学
校
に
来
る
の
が
嫌

に
な
っ
ち
ゃ
う
」 

刑
事
の
こ
と
だ
。
昨
夜
の
車
を
追
う
連
中
も
居
る
が
、
ピ
エ
ロ
事
件
の
手
が
か
り
を
か
探
し

て
、
ま
だ
何
人
か
の
刑
事
が
校
庭
中
を
調
べ
回
っ
て
い
る
。 

 

「
事
件
解
決
ま
で
の
辛
抱
だ
。
が
ま
ん
し
て
く
れ
よ
」 

 

そ
う
言
っ
て
み
た
が
、
自
分
の
声
も
冴
え
な
い
。
事
件
解
決
䢣
本
当
に
そ
ん
な
時
が
く
る
の

だ
ろ
う
か
？ 

  

【
訳
文
】 

下
課
後
，
松
崎
被
叫
去
問
話
。
警
察
似
乎
正
在
調
查
職
員
的
自
用
車
，
並
且
被
詢
問
是
否
知

道
些
什
麼
。
我
覺
得
厭
煩
，
推
說
一
無
所
知
，
但
心
裡
卻
緊
張
於
調
查
展
開
地
竟
如
此
迅
速
。 

 

休
息
時
間
在
走
廊
遇
到
Ｋ
。
他
難
得
地
毫
不
掩
飾
自
已
因
無
法
練
習
而
不
高
興
的
臉
。 

 

「
多
虧
你
，
那
些
面
露
兇
惡
的
人
在
這
邊
兜
來
轉
去
，
都
不
想
來
學
校
了
」 

 

他
指
得
是
刑
警
。
昨
晚
追
車
的
人
也
在
場
，
正
在
搜
尋
小
丑
事
件
的
線
索
，
另
有
幾
位
刑
警

在
校
園
內
四
處
查
看
。 

 

「
事
件
解
決
前
，
再
忍
忍
吧
」 

 

雖
這
麼
說
，
但
連
我
也
不
禁
懷
疑
。
真
相
大
白
的
一
天
會
來
到
嗎
？ 

           

 



第
六
章
の
２ 

【
原
文
】 

 
九
月
二
十
六
日
、
木
曜
日
。 

 

麻
生
恭
子
が
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
噂
を
聞
い
た
の
は
、
出
勤
し
て
職
員
室
に
向
か
う
途
中
だ

っ
た
。
一
人
の
生
徒
が
、
「
大
ニ
ュ
ー
ス
、
大
ニ
ュ
ー
ス
」
と
か
言
っ
て
ま
く
し
立
て
て
い
る
の
が

聞
こ
え
て
き
た
の
だ
。 

 

私
は
急
ぎ
足
で
職
員
室
に
行
っ
た
。
ガ
ラ
リ
と
戸
を
開
け
る
。
そ
の
瞬
間
、
あ
の
噂
が
デ
マ

で
は
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
。 

 

部
屋
の
雰
囲
気
は
ひ
ど
く
湿
っ
ぽ
く
が
重
苦
し
か
っ
た
。
そ
の
空
気
は
私
が
現
れ
た
こ
と
で

更
に
緊
張
し
た
よ
う
だ
。
全
員
が
顔
を
伏
せ
、
空
し
く
机
に
向
か
っ
て
る
。
私
が
席
に
向
か
う

間
、
誰
一
人
声
を
出
そ
う
と
し
な
い
。 

 

だ
が
私
が
席
に
着
こ
う
と
し
た
時
、
重
苦
し
い
空
気
を
破
る
よ
う
に
、
藤
本
の
や
け
に
は
っ

き
り
し
た
声
が
響
い
た
。 

 

「
前
島
先
生
、
噂
を
聞
き
ま
し
た
か
？
」 

 

ま
わ
り
に
座
っ
て
い
た
何
人
か
が
、
び
く
り
と
身
体
を
動
か
し
た
よ
う
だ
。
私
は
藤
本
の
方

を
見
た
。 

 

「
つ
い
さ
っ
き
、
廊
下
で
…
生
徒
が
話
し
て
い
た
」 

 

「
な
る
ほ
ど
、
さ
す
が
に
連
中
は
早
耳
で
す
ね
」 

 

彼
は
苦
笑
を
浮
か
べ
た
よ
う
だ
。 

 

「
逮
捕
…
っ
て
、
そ
の
生
徒
は
言
っ
て
い
た
け
れ
ど
」 

「
い
や
逮
捕
で
は
な
い
で
す
。
参
考
人
と
し
て
出
頭
し
た
だ
け
で
す
。
」 

 
 

【
訳
文
】 

 

９
月
２
６
日 

星
期
四 

 

前
往
職
員
室
的
途
中
，
麻
生
恭
子
被
逮
捕
的
小
道
消
息
，
傳
入
耳
中
。
聽
到
某
個
學
生
連
珠

炮
似
地
唸
著
「
大
消
息
、
大
消
息
」。 

 

我
快
步
趕
往
教
員
室
。
咻
地
打
開
門
。
那
一
瞬
間
，
便
了
然
傳
聞
並
非
無
中
生
有
。 

 

房
間
內
的
氣
氛
如
同
濕
氣
般
凝
重
，
空
氣
似
乎
因
我
的
出
現
更
加
緊
張
起
來
。
所
有
人
都
低

著
頭
，
面
朝
著
張
空
無
一
物
的
桌
子
。
我
朝
坐
位
走
去
時
，
也
沒
有
一
個
人
出
聲
。 

 

然
而
，
在
快
走
到
座
位
時
，
藤
本
用
絕
望
的
聲
音
，
劃
破
了
那
凝
結
的
空
氣
。 

 

「
前
島
先
生
，
你
聽
到
傳
聞
了
嗎
？
」 

 

「
剛
剛
在
走
廊
上
…
聽
學
生
說
的
」 

 

「
原
來
如
此
，
這
幫
人
消
息
果
然
靈
通
」 

 

他
臉
上
浮
現
出
苦
笑
。 

 

「
逮
捕
…
那
個
學
生
是
這
樣
說
的
」 

 

「
不
，
應
該
不
是
逮
捕
。
只
是
以
關
係
人
身
份
配
合
調
查
。
」 



【
原
文
】 

 
「
で
も
…
」 

 
と
横
か
ら
堀
教
論
が
口
を
は
さ
ん
だ
。
「
実
質
的
に
は
逮
捕
み
た
い
な
も
の
で
し
ょ
う
？
」 

 

「
い
や
、
そ
れ
は
言
い
す
ぎ
で
し
ょ
う
」 

 

「
そ
う
か
し
ら
」 

 

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」 

 

私
は
藤
本
の
所
ま
で
行
く
と
「
も
う
少
し
詳
し
く
話
し
て
も
ら
え
な
い
か
な
」
と
言
っ
た
。 

 

藤
本
の
話
に
よ
る
と
、
今
朝
早
く
Ｓ
警
察
の
大
谷
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
麻
生
教
諭
に
参
考

人
と
し
て
出
頭
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
旨
を
伝
え
ら
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
時
に
電
話
を
受
け

た
の
は
松
崎
だ
が
、
驚
い
て
大
声
で
受
け
答
え
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
居
合
せ
た
生
徒
に
ま
で

気
取
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

 

「
何
故
急
に
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
す
。
そ
れ
で
僕
た
ち
、
勝
手
な
想
像
を

し
て
い
た
わ
け
で
す
け
ど
」 

 

藤
本
が
そ
う
い
う
言
い
方
を
し
た
の
で
、
堀
教
諭
は
首
を
す
く
め
る
仕
草
を
し
て
み
せ
た
。 

 

「
し
か
し
…
…
や
は
り
彼
女
だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
、
犯
人
は
」 

 

長
谷
も
椅
子
を
回
し
て
、
こ
ち
ら
の
方
を
向
い
た
。 

 

「
前
島
先
生
、
何
か
心
当
た
り
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
？
」
と
堀
教
諭
。
私
が
何
も
答
え
ず
に

い
る
と
、
小
田
教
諭
が
自
分
の
席
で
お
茶
を
す
す
り
な
が
ら
言
っ
た
。 

  

【
訳
文
】 

「
但
是
…
」 

 

在
旁
的
堀
老
師
插
話
說
，
「
實
際
上
，
就
如
同
被
逮
捕
，
不
是
嗎
？
」 

 

「
不
，
這
有
些
言
過
其
實
」 

 

「
是
嗎
」 

 

「
等
一
下
」 

 

我
移
身
到
藤
本
身
邊
，「
再
仔
細
跟
我
說
說
」
，
我
說
。 

 

據
藤
本
所
言
，
今
天
一
早
Ｓ
警
局
的
大
谷
打
電
話
來
，
傳
達
了
讓
麻
生
老
師
以
關
係
人
身
份

接
受
調
查
的
事
。
當
時
接
電
話
的
松
崎
，
驚
訝
之
餘
不
由
得
大
聲
起
來
，
才
讓
剛
好
在
場
的
學
生

都
注
意
到
。 

 

「
還
不
知
怎
麼
回
事
。
我
們
也
只
是
胡
亂
猜
測
而
已
」 

 

聽
藤
本
這
麼
說
，
堀
老
師
縮
了
縮
頭
。 

 

「
但
兇
手
…
應
該
是
她
，
對
吧
」 

 
 

長
谷
也
把
椅
子
轉
朝
這
個
方
向
。 

 

「
前
島
老
師
，
你
應
是
知
道
些
什
麼
吧
？
」
堀
老
師
說
。
我
答
不
上
來
，
小
田
老
師
則
在
座

位
邊
倒
茶
，
邊
說
： 



【
原
文
】 

 
 

「
前
島
さ
ん
に
は
な
く
と
も
、
向
か
う
に
は
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
な
。
何
と
い
っ
て
も

女
と
い
う
動
物
は
執
念
深
い
で
す
か
ら
ね
え
」 

 

「
あ
ら
、
男
の
人
に
も
結
構
そ
う
い
う
人
は
多
い
で
す
わ
よ
」 

 

堀
教
諭
が
そ
う
言
っ
た
時
、
戸
が
開
い
て
松
崎
が
入
っ
て
き
た
。
や
つ
れ
た
よ
う
に
見
え
る

程
、
弱
り
き
っ
た
表
情
。
足
元
も
た
よ
り
な
げ
だ
。 

 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
が
朝
礼
を
行
う
様
子
は
な
か
っ
た
。
皆
を
集
め
て
何
を
言
え
ば
い
い
の

か
も
、
今
の
松
崎
に
は
分
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
栗
原
校
長
も
校
長
室
に
こ
も
っ
た
き
り
だ
。
お
そ

ら
苦
し
い
顔
つ
き
で
、
何
本
も
煙
草
を
ふ
か
し
て
い
る
に
違
い
な
か
っ
た
。 

授
業
に
出
た
が
生
徒
達
の
反
応
は
教
師
達
と
大
分
違
っ
て
い
た
。
非
常
に
明
る
く
て
、
私
の

話
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
な
の
だ
。
し
か
も
麻
生
恭
子
と
私
を
結
び
付
け
て
、
何
か
彼
女
達

好
み
の
想
像
を
勝
手
に
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。 

私
自
身
は
と
言
え
ば
、
全
く
う
わ
の
空
で
喋
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
大
谷
刑
事
は

そ
の
執
念
と
嗅
覚
で
一
体
何
を
つ
か
み
、
麻
生
恭
子
に
出
頭
を
命
じ
る
に
至
っ
た
の
か
。
彼
女
は

第
一
の
事
件
で
は
完
全
な
ア
リ
バ
イ
が
あ
る
。
そ
れ
を
大
谷
は
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
そ
し

て
先
日
彼
女
が
言
っ
た
「
真
相
は
全
く
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
い
う
言
葉
。
そ
れ
ら
の
事
が
目

ま
ぐ
る
し
く
頭
の
中
を
廻
り
、
と
て
も
授
業
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。 

  

【
訳
文
】 

 

「
就
算
前
島
老
師
不
知
道
，
對
方
說
不
定
另
有
算
盤
呢
。
再
怎
麼
說
，
女
人
可
是
相
當
執
拗

的
動
物
啊
。
」 

 

「
唉
喲
、
這
種
男
人
也
不
少
呀
」 

 

堀
老
師
說
話
的
同
時
，
松
崎
開
門
進
來
。
一
副
氣
力
耗
盡
、
憔
悴
的
表
情
。
腳
步
顯
出
不
安

的
樣
子
。 

 

鐘
響
，
但
朝
會
卻
沒
有
要
召
開
的
模
樣
。
松
崎
現
在
應
該
是
對
集
合
後
該
說
什
麼
，
沒
有
頭

緒
。
就
連
栗
原
校
長
也
閉
悶
在
校
長
室
裡
頭
。
恐
怕
也
是
苦
著
張
臉
、
一
根
接
著
一
根
地
抽
著
煙

吧
。 

雖
到
課
堂
上
，
學
生
們
的
反
應
卻
和
老
師
們
大
不
相
同
。
滿
臉
興
致
勃
勃
地
期
待
我
的
發

言
。
更
不
用
說
因
我
與
麻
生
恭
子
的
關
係
，
女
孩
們
彷
彿
更
樂
得
沉
浸
在
各
自
的
想
像
之
中
。 

 

而
我
自
已
，
同
樣
也
是
一
頭
霧
水
、
丈
八
金
剛
摸
不
著
腦
袋
。
大
谷
刑
警
的
執
著
到
底
讓
他

嗅
到
什
麼
，
又
抓
住
什
麼
線
索
，
才
能
讓
麻
生
恭
子
配
合
調
查
？ 

麻
生
在
第
一
次
的
事
件
中
有
明

確
的
不
在
場
證
明
。
大
谷
是
如
何
尋
到
線
索
呢
？ 

而
且
，
先
前
她
說
「
真
相
不
是
你
所
想
的
那

樣
」
這
句
話
。
所
有
的
事
情
不
斷
地
在
我
腦
中
徘
徊
纏
繞
著
，
根
本
無
法
專
心
上
課
。 

  



【
原
文
】 

こ
の
授
業
を
終
え
た
後
、
私
は
そ
れ
と
な
く
松
崎
に
麻
生
恭
子
の
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
。
彼

は
ち
ょ
っ
と
嫌
な
顔
を
し
て
話
し
て
く
れ
た
が
、
大
筋
に
つ
い
て
は
藤
本
が
言
っ
て
い
た
以
上
に

は
知
ら
な
い
よ
う
だ
っ
た
。 

心
に
引
っ
掛
か
り
を
残
し
た
ま
ま
二
時
限
目
、
三
時
限
目
と
過
ぎ
て
い
く
。 

  

そ
し
て
四
時
限
目
の
授
業
中
、
小
田
教
諭
が
私
を
呼
び
に
来
た
。
刑
事
が
来
た
の
で
、
と
耳

打
ち
さ
れ
る
。
私
は
生
徒
達
に
自
習
を
命
じ
て
教
室
を
飛
び
出
し
た
。
い
つ
も
な
ら
生
徒
た
ち
の

歓
声
が
背
中
に
聞
こ
え
る
は
ず
だ
が
、
今
日
は
違
っ
た
。
ざ
わ
っ
、
と
全
員
が
内
緒
話
を
始
め
た

よ
う
な
、
妙
な
ど
よ
め
き
が
起
き
っ
て
い
た
。 

 

グ
レ
ー
の
背
広
に
ノ
ー
タ
イ
と
い
う
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
典
型
的
な
刑
事
ス
タ
イ
ル
の
大
谷

が
頭
を
下
げ
た
。
そ
し
て
も
う
一
人
、
若
い
刑
事
。 

 

大
谷
の
目
は
充
血
し
て
い
た
。
そ
し
て
顔
は
脂
ぎ
っ
て
い
る
。
麻
生
恭
子
と
い
う
容
疑
者
を

得
て
、
捜
査
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

「
麻
生
先
生
に
出
頭
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
で
す
な
」 

 

「
知
っ
て
い
ま
す
」 

私
は
頷
い
た
い
た
。
「
も
し
か
し
た
ら
、
一
昨
日
の
私
が
車
で
襲
わ
れ
た
事
件
に
関
連
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
と
想
像
し
て
い
る
の
で
す
が
…
」 

 

【
訳
文
】 

 

這
堂
課
結
束
後
，
我
迫
不
及
待
地
向
松
崎
問
了
麻
生
恭
子
的
事
。
他
雖
回
話
卻
顯
得
有
些
不

耐
，
大
抵
上
除
了
藤
本
先
前
說
過
的
之
外
，
也
沒
有
其
他
的
消
息
。 

 
 

就
這
樣
滿
腹
疑
惑
地
過
了
第
二
節
、
第
三
節
課
。 

 

到
了
第
四
節
上
課
中
，
小
田
老
師
來
叫
我
。
悄
悄
地
在
我
耳
邊
說
刑
警
來
了
。
我
下
令
學
生

們
自
習
，
自
己
則
飛
奔
出
教
室
。
若
是
在
平
常
，
身
後
肯
定
會
傳
來
學
生
的
歡
呼
聲
，
然
而
今
天

卻
不
同
。
所
有
人
彷
彿
開
始
竊
竊
私
語
，
異
常
地
騷
動
了
起
來
。 

在
接
待
室
中
，
不
知
是
第
幾
次
和
大
谷
見
面
了
？ 

「
上
課
中
真
抱
歉
」 

灰
色
西
裝
外
套
沒
繫
領
帶
，
這
種
裝
束
在
我
看
來
，
完
全
就
是
典
型
的
刑
警
模
樣
。
這
般
穿

著
的
大
谷
正
低
著
頭
。
另
外
還
來
了
一
個
年
輕
刑
警
。 

大
谷
眼
睛
充
血
，
臉
泛
油
光
。
有
了
麻
生
恭
子
這
個
嫌
疑
犯
，
看
來
搜
查
工
作
應
該
正
進
行

的
如
火
如
荼
吧
。 

「
麻
生
先
生
正
在
配
合
調
查
這
件
事
，
你
知
道
嗎
？
」 

「
知
道
」 

我
點
點
頭
。
「
我
在
想
，
說
不
定
這
和
我
的
車
前
天
被
襲
擊
的
事
有
關
」 



【
原
文
】 

 
「
い
や
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
」 

 
大
谷
は
か
ぶ
り
を
振
っ
た
。
私
は
驚
い
た
。 

 

「
違
う
？
」 

 

「
は
い
、
麻
生
先
生
に
出
頭
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
全
く
別
の
理
由
か
ら
で
す
」 

 

「
で
は
ど
う
い
う
…
」 

 

「
ま
あ
、
待
っ
て
く
だ
さ
い
」 

 

私
の
気
負
う
を
外
す
よ
う
に
、
大
谷
は
ゆ
っ
く
り
し
た
動
作
で
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
手
帳
と
取
り

出
し
た
。
頁
を
め
く
る
手
も
落
ち
着
い
て
い
る
。 

 

「
昨
日
、
う
ち
の
若
い
刑
事
が
学
校
の
焼
却
炉
か
ら
ち
ょ
っ
と
し
た
物
を
見
つ
け
ま
し
て

ね
。
他
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
手
袋
で
す
よ
。
白
い
木
綿
の
手
袋
」 

 

焼
却
炉
は
捜
査
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
、
体
育
祭
以
後
一
度
も
火
を
点
け
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
う
言
わ
れ
れ
ば
昨
日
も
刑
事
が
ひ
っ
か
き
ま
わ
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。 

 

「
こ
の
手
袋
に
目
を
つ
け
た
の
は
そ
の
刑
事
の
手
柄
で
し
た
。
実
は
こ
れ
に
は
少
量
の
絵
の

具
が
付
着
し
て
い
た
の
で
す
」 

 

「
絵
の
具
？
」 

 

私
は
記
憶
を
さ
ぐ
っ
た
。
今
回
の
事
件
で
絵
の
具
に
関
す
る
何
か
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
だ

が
大
谷
は
事
も
無
げ
に
言
っ
た
。 

  

【
訳
文
】 

「
不
對
」 

大
谷
搖
搖
頭
。
我
驚
了
一
下
。 

「
不
對
？
」 

「
嗯
。
麻
生
先
生
完
全
是
因
為
別
的
理
由
，
才
來
配
合
偵
查
的
」 

「
那
…
是
何
原
因
…
」 

「
哎
…
等
一
等
」 

我
的
好
奇
心
彷
如
快
被
澆
熄
一
般
，
大
谷
慢
條
斯
理
地
從
口
袋
拿
出
了
筆
記
本
。
翻
頁
的
手

停
了
下
來
。 

「
昨
天
，
我
們
的
年
輕
刑
警
從
焚
化
爐
裡
找
到
些
東
西
。
不
是
別
的
，
是
手
套
唷
。
白
色
的

綿
手
套
」 

那
焚
化
爐
自
從
體
育
祭
以
來
，
因
為
搜
查
的
關
係
，
再
沒
被
點
燃
過
。
這
麼
說
來
，
刑
警
昨

天
也
在
學
校
裡
四
處
徘
徊
翻
找
。 

「
多
虧
那
刑
警
注
意
到
這
手
套
。
我
們
查
出
了
微
量
的
顏
料
」 

「
顏
料
？
」 

我
試
著
回
想
。
這
次
的
事
件
和
顏
料
有
什
麼
關
連
？ 

但
大
谷
若
無
其
事
地
說
。 



【
原
文
】 

 
「
お
忘
れ
で
す
か
。
例
の
手
品
箱
を
」 

 
言
わ
れ
る
の
と
思
い
出
す
の
が
ほ
ぼ
同
時
だ
っ
た
。
そ
う
だ
、
そ
う
い
え
ば
あ
の
手
品
箱
は

絵
の
具
で
着
色
し
て
あ
っ
た
。 

 

「
で
も
、
そ
れ
が
犯
人
の
も
の
だ
と
は
限
ら
な
い
で
し
ょ
う
」 

 

私
は
反
論
し
た
。
「X

X
X
X

の
白
い
手
袋
と
言
え
ば
、
お
そ
ら
く
体
育
祭
の
応
援
合
戦
で
使
用

し
た
も
の
だ
と
お
も
う
の
で
す
よ
。
だ
か
ら
そ
れ
に
参
加
し
た
生
徒
が
何
か
の
時
に
手
品
箱
に
触

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」 

 

だ
が
大
谷
は
私
の
話
の
途
中
か
ら
首
を
振
り
始
め
て
い
た
。 

 

「
そ
の
手
袋
を
詳
し
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、
内
側
に
も
赤
い
塗
料
の
よ
う
な
も
の
が
乾
燥
し
た

状
態
で
検
出
さ
れ
た
の
で
す
。
ご
く
少
量
で
す
が
ね
。
な
ん
だ
か
お
分
か
り
で
す
か
？
」 

 

「
赤
い
塗
料
…
」 

 

私
は
、
は
っ
と
し
た
。 

 

「
そ
う
で
す
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
で
す
よ
。
こ
う
な
る
と
生
徒
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
も
っ
と
も
最
近
は
生
徒
さ
ん
で
も
多
少
の
化
粧
品
を
す
る
ひ
と
が
い
る
ら
し
い
で
す
が

ね
。
し
か
し
ま
あ
、
赤
い
マ
ニ
キ
ュ
ア
は
無
い
で
し
ょ
う
」 

 

「
そ
れ
で
麻
生
先
生
を
」 

 
 

 

【
訳
文
】 

「
您
忘
了
嗎
？
那
個
魔
術
箱
呀
」 

一
瞬
間
我
想
起
。
啊
，
那
個
魔
術
箱
用
顏
料
上
過
色
。 

「
但
，
這
不
見
得
表
示
箱
子
是
嫌
犯
的
東
西
呀
」
我
反
駁
他
。 

「
我
想
白
色
手
套
也
可
能
是
在
體
育
祭
時
，
玩
補
給
賽
時
使
用
的
。
當
時
參
賽
的
學
生
無
意

間
碰
到
了
魔
術
箱
也
說
不
定
。
」 

當
我
說
到
一
半
，
大
谷
卻
也
開
始
搖
頭
。 

「
我
們
調
查
那
個
手
套
，
發
現
內
側
也
有
類
似
紅
色
塗
料
乾
掉
的
痕
跡
。
極
其
微
量
。
您
可

知
是
什
麼
？
」 

「
紅
色
的
塗
料
…
」 

我
猛
然
想
起
。 

「
啊
。
是
指
甲
油
。
這
樣
的
話
，
應
該
不
會
是
學
生
的
東
西
。
雖
說
近
來
多
多
少
少
有
學
生

會
化
妝
，
但
…
塗
紅
色
指
甲
油
的
嘛
，
應
該
沒
有
」 

「
所
以
說
才
懷
疑
麻
生
老
師
…
」 

   



【
原
文
】 

「
昨
夜
の
う
ち
に
麻
生
先
生
が
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
お
借
り
し
て
き
て
お

い
た
の
で
す
。
捜
査
員
の
話
で
は
そ
の
時
の
彼
女
の
不
安
そ
う
な
顔
つ
き
か
ら
、
こ
の
女
が
本
ボ

シ
だ
と
確
信
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
…
ま
あ
そ
れ
は
い
い
で
し
ょ
う
。
と
に
か
く
手
袋
に
残
っ

て
い
た
も
の
と
比
べ
た
と
こ
ろ
、
ぴ
た
り
と
一
致
し
た
と
い
う
報
告
が
え
ら
れ
ま
し
て
ね
。
今
朝

先
生
を
お
呼
び
し
た
わ
け
で
す
」 

大
谷
が
ど
の
よ
う
に
麻
生
恭
子
を
追
求
し
た
か
は
大
体
察
し
が
つ
く
。
ま
ず
彼
女
の
あ
の
日

の
行
動
を
事
細
か
く
確
認
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
時
の
彼
女
の
供
述
に
は
手
品
箱
に
近
づ
い
た

こ
と
な
ど
一
言
も
出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
確
か
め
た
上
で
手
袋
を
出
し
た
は
ず

だ
。
絵
の
具
と
マ
ニ
キ
ュ
ア
䢣
䢣
䢣
絶
対
に
あ
り
得
な
い
矛
盾
が
提
出
さ
れ
た
わ
け
だ
。
彼
女
が

こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
弁
明
し
た
か
。 

「
弁
明
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
観
念
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
な
。
あ
る
一
部
を
除
い
て
、
殆

ど
全
く
喋
っ
て
く
だ
い
ま
し
た
」 

麻
生
恭
子
が
白
状
し
た
䢣
䢣
䢣
私
に
と
っ
て
は
驚
く
べ
き
話
な
の
だ
が
、
大
谷
は
淡
々
と
し

た
調
子
で
口
を
動
か
し
た
。
そ
の
口
調
に
抑
え
ら
れ
て
、
こ
ち
ら
の
気
分
も
盛
り
上
が
ら
な
い
。

更
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
も
ま
だ
大
谷
は
「
麻
生
先
生
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
気
に

な
っ
た
。 

「
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
か
」 

私
は
逸
る
気
持
ち
を
抑
え
な
が
ら
訊
い
た
。
す
る
と
大
谷
は
ま
た
い
つ
も
の
調
子
で
、
勿
体

を
つ
け
る
よ
う
に
煙
草
を
口
に
持
っ
て
い
く
と
、
ふ
う
ー
と
大
き
く
乳
白
色
の
煙
を
吐
い
た
。 

  

【
訳
文
】 

「
昨
晚
，
我
們
借
了
麻
生
老
師
正
在
使
用
的
指
甲
油
。
探
員
說
，
從
她
那
時
不
安
的
臉
孔
，

便
篤
信
她
就
是
疑
犯
…
不
管
如
何
，
報
告
已
經
出
爐
。
與
手
套
內
殘
留
的
成
份
一
致
。
今
早
這
才

傳
喚
了
麻
生
老
師
」 

我
大
概
能
推
敲
出
大
谷
是
如
何
尋
跡
找
到
麻
生
恭
子
的
。
必
然
是
先
徹
底
地
清
查
了
她
當
天

的
行
動
。
當
時
她
應
該
完
全
沒
提
起
曾
接
近
過
那
箱
子
吧
。
在
釐
清
她
的
供
述
後
，
警
方
這
才
拿

出
了
手
套
。
顏
料
和
指
甲
油-
-
-

兩
個
相
左
的
矛
盾
兜
在
一
起
。
她
如
何
解
釋
？ 

「
她
沒
辯
解
。
該
是
放
棄
了
吧
。
除
了
某
一
小
部
份
之
外
，
幾
乎
全
盤
托
出
了
。
」 

麻
生
恭
子
招
認
了-

-
-

對
我
來
說
，
很
是
震
驚
，
但
大
谷
卻
以
淡
淡
的
口
吻
說
。
使
得
我
不
由

得
受
這
氣
氛
影
響
，
提
不
上
勁
來
。
再
者
，
讓
我
在
意
的
是
，
都
到
這
節
骨
眼
，
大
谷
卻
還
稱
呼

她
為
「
麻
生
。
先
。
生
」 

「
這
怎
麼
一
回
事
」 

我
按
耐
住
澎
湃
的
情
緒
問
道
。
於
是
，
大
谷
如
一
貫
的
作
風
，
表
情
嚴
肅
地
以
煙
就
口
，
呼

的
一
聲
，
吐
出
了
大
大
的
乳
白
色
煙
霧
。 



【
原
文
】 

 
「
一
升
ビ
ン
を
す
り
替
え
た
の
は
麻
生
先
生
、
し
か
し
前
島
先
生
を
殺
そ
う
と
し
た
の
は
全

く
別
の
人
間
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」 

 

「
そ
ん
な
…
」 

 

馬
鹿
な
と
い
う
言
葉
を
飲
み
込
ん
だ
。
麻
生
恭
子
が
殺
そ
う
と
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、
彼
女

は
一
体
何
の
た
め
に
一
升
ビ
ン
の
す
り
替
え
な
ど
を
や
っ
た
の
だ
？ 

 

「
犯
人
に
脅
さ
れ
て
、
と
い
う
の
が
あ
の
方
の
言
い
分
で
す
」 

 

「
脅
さ
れ
て
？
」 

 

私
は
訊
き
返
し
た
。
「
彼
女
が
な
ぜ
犯
人
に
脅
さ
れ
ね
ば
な
ら
ん
の
で
す
」 

 

す
る
と
大
谷
は
頭
を
か
き
な
が
ら
「
こ
れ
以
上
は
あ
ま
り
喋
る
わ
け
に
は
い
か
ん
の
で
す

が
、
ま
あ
前
島
先
生
に
だ
か
ら
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
」
と
前
置
き
し
た
。 

 

「
前
島
先
生
は
以
前
、
麻
生
先
生
と
村
橋
先
生
と
の
間
に
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
仮
説
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
あ
の
仮
説
は
や
は
り
当
た
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
春

あ
た
り
か
ら
ず
っ
と
関
係
が
続
い
て
い
た
ら
し
い
で
す
」 

 

や
は
り
思
っ
た
通
り
だ
っ
た
。 

 

「
そ
し
て
麻
生
先
生
が
栗
原
校
長
の
息
子
さ
ん
と
の
縁
談
を
前
に
、
村
橋
先
生
と
の
関
係
を

清
算
し
よ
う
と
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
し
た
。
ま
あ
こ
れ
は
想
像
が
つ
き
ま
す
が
ね
。
と
こ
ろ
が

村
橋
先
生
は
承
知
し
な
か
っ
た
。
麻
生
先
生
は
大
人
の
遊
び
の
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
村
橋
先
生
は

本
気
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
な
」 

 

【
訳
文
】 

「
將
一
公
升
裝
瓶
子
掉
包
的
是
麻
生
老
師
，
但
是
要
殺
前
島
老
師
的
，
卻
另
有
他
人
」 

「
怎
會
…
」 

我
硬
把
荒
謬
這
兩
字
吞
回
去
。
若
麻
生
恭
子
沒
要
殺
我
，
那
她
為
何
還
要
做
出
掉
包
瓶
子
的

事
？ 

「
依
她
的
說
法
，
是
被
兇
手
威
脅
」 

「
被
威
脅
？
」 

我
反
問
。
「
她
為
什
麼
會
被
兇
手
威
脅
？
」 

大
谷
搔
搔
頭
，
說
「
接
下
來
的
事
雖
然
不
能
外
傳
，
但
因
對
象
是
前
島
老
師
，
就
告
訴
你

吧
」
他
話
說
在
前
。 

「
前
島
老
師
以
前
曾
推
測
，
麻
生
老
師
與
村
橋
老
師
間
的
關
係
吧
。
這
個
推
測
果
然
是
真

的
。
從
今
年
春
天
開
始
，
兩
人
似
乎
一
直
維
持
著
檯
面
下
的
關
係
」 

果
真
如
我
所
料
。 

「
之
後
，
麻
生
老
師
和
栗
原
校
長
的
兒
子
談
及
婚
嫁
前
，
也
被
要
求
斷
絕
與
村
橋
老
師
間
的

關
係
。
這
容
易
理
解
。
但
是
，
村
橋
老
師
並
不
知
情
。
這
麻
生
老
師
只
想
玩
玩
大
人
間
的
遊
戲
，

但
村
橋
應
該
是
認
真
的
」 



【
原
文
】 

 
Ｋ
の
時
と
同
じ
だ
と
私
は
思
っ
た
。
こ
う
し
て
麻
生
恭
子
は
様
々
な
男
を
傷
つ
け
た
の
だ
ろ

う
。 

 

「
特
に
村
橋
先
生
は
、
自
分
と
彼
女
と
の
関
係
を
裏
つ
け
る
、
あ
る
証
拠
を
持
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
麻
生
先
生
も
彼
を
何
と
か
説
得
し
な
い
こ
と
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
と
い
う
話
で

す
」 

 

「
何
で
す
か
、
そ
の
『
あ
る
証
拠
』
と
は
？
」 

 

「
ま
あ
聞
い
て
下
さ
い
。
村
橋
先
生
は
常
に
そ
れ
を
持
ち
歩
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
あ
の
更

衣
室
で
毒
殺
さ
れ
た
時
も
持
っ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
場
か
ら
そ
れ
ら
し
い
も
の
は

何
一
つ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
コ
ン
ド
ー
ム
が
そ
れ
ら
し
い
と
言
え
ば
言
え
な
く
も
な
い
が
、
二

人
の
間
柄
を
証
明
す
る
も
の
と
は
言
い
が
た
い
で
す
か
ら
ね
。
さ
て
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

か
？
」 

 

「
犯
人
が
持
ち
去
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
か
」 

 

私
は
お
そ
る
お
そ
る
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
大
谷
は
大
き
く
頷
い
た
。 

 

「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
な
。
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
麻
生
先
生
は
あ
わ
て
た
」 

 

あ
あ
、
そ
う
言
え
ば
…
」 

 

い
つ
だ
っ
た
か
藤
本
が
、
麻
生
恭
子
か
ら
妙
な
こ
と
を
訊
か
れ
た
と
話
し
て
い
た
こ
と
が
あ

る
。
た
し
か
村
橋
の
所
持
品
が
盗
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
質
問
だ
っ
た
は
ず

だ
。
何
故
彼
女
が
そ
ん
な
こ
と
を
訊
く
の
か
釈
然
と
し
な
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
で
よ
う
や
く
納

得
が
い
く
。 

  

【
訳
文
】 

和
Ｋ
那
時
的
狀
況
如
出
一
轍
。
麻
生
恭
子
就
是
這
樣
傷
害
了
不
少
男
人
吧
。 

 

「
尤
其
是
村
橋
老
師
，
檯
面
下
與
她
的
關
係
確
鑿
，
而
且
手
裡
也
握
著
某
樣
證
據
。
所
以
，

麻
生
老
師
對
他
也
莫
可
耐
何
。 

「
他
握
有
某
個
證
據
？
」 

「
哎
…
讓
我
說
下
去
。
據
說
村
橋
老
師
常
物
不
離
身
地
帶
著
它
。
在
那
更
衣
室
被
謀
殺
時
，

應
該
也
攜
帶
著
。
但
現
場
卻
找
不
到
任
何
相
關
證
據
。
若
說
保
險
套
就
是
那
證
據
也
不
足
為
奇
，

但
也
不
見
得
就
是
指
證
明
兩
人
之
間
關
係
的
東
西
。
你
怎
麼
想
？
」 

「
兇
手
把
它
帶
走
了
嗎
？
」 

我
怯
怯
地
試
問
。
大
谷
馬
上
用
力
地
點
頭
。 

「
八
九
不
離
十
吧
。
當
然
，
麻
生
老
師
也
慌
張
了
起
來
」 

「
這
麼
說
來
…
」 

忘
了
是
何
時
，
藤
本
曾
被
麻
生
恭
子
問
了
奇
怪
的
問
題
。
好
像
是
問
村
橋
的
所
有
物
，
是
否

有
被
偷
竊
之
類
的
。
當
時
不
甚
明
白
為
何
她
要
問
這
事
，
現
在
終
於
恍
然
大
悟
。 



【
原
文
】 

私
の
話
を
聞
い
て
、
大
谷
も
満
足
そ
う
に
胸
を
反
ら
し
た
。 

「
麻
生
先
生
の
供
述
の
裏
付
け
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
な
」 

 

さ
て
こ
こ
ま
で
聞
か
さ
れ
れ
ば
私
に
も
想
像
が
つ
く
。
つ
ま
り
彼
女
は
そ
れ
を
タ
ネ
に
犯
人

か
ら
脅
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
内
容
が
一
升
ビ
ン
を
す
り
替
え
ろ
と
い

う
命
令
だ
っ
た
。 

 

「
脅
迫
状
を
麻
生
先
生
は
体
育
祭
の
朝
、
机
の
引
き
出
し
か
ら
み
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

一
升
ビ
ン
す
り
替
え
の
手
順
が
細
か
く
記
し
て
あ
っ
て
、
も
し
実
行
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
村
橋

の
死
体
か
ら
見
つ
け
出
し
た
も
の
を
公
表
す
る
と
い
う
脅
迫
文
で
し
め
く
く
っ
て
あ
り
ま
す
。

我
々
は
こ
れ
を
麻
生
先
生
の
供
述
通
り
彼
女
の
部
屋
か
ら
発
見
し
た
の
で
す
が
、
あ
あ
そ
う
だ
、

こ
こ
に
コ
ピ
ー
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
」 

 

そ
う
言
い
な
が
ら
大
谷
は
、
背
広
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
き
れ
い
に
折
り
た
た
ま
れ
た
白
い
紙

を
取
り
出
し
て
き
た
。
ひ
ろ
げ
る
と
そ
れ
は
大
学
ノ
ー
ト
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
る
。
大
谷
は
私

の
前
に
置
い
た
。 

 

ミ
ミ
ズ
が
這
っ
た
よ
う
な
䢣
䢣
䢣
と
い
う
平
凡
な
形
容
が
ぴ
っ
た
り
な
字
が
紙
面
に
び
っ
し

り
と
書
き
並
べ
て
あ
っ
た
。
見
た
途
端
に
読
む
気
を
な
く
し
そ
う
だ
。 

 

左
手
で
書
い
た
か
、
あ
る
い
は
右
手
に
何
重
も
手
袋
を
は
め
て
書
い
た
か
で
し
ょ
う
ね
。
筆

跡
を
隠
す
た
め
の
有
効
な
手
段
で
す
。
」 

 

文
字
群
を
見
て
思
わ
ず
顔
を
し
か
め
た
私
に
、
大
谷
は
説
明
し
た
。 

  

【
訳
文
】 

聽
我
這
麼
一
說
後
，
大
谷
似
乎
滿
足
地
往
背
後
一
靠
。 

「
又
印
證
了
一
項
麻
生
老
師
的
供
述
了
」 

講
到
此
，
我
也
能
猜
測
出
是
什
麼
了
。
總
而
言
之
，
她
該
是
因
為
這
個
把
柄
，
而
被
犯
人
威

脅
，
並
命
令
她
把
那
１
公
升
裝
的
瓶
子
換
掉
。 

「
體
育
祭
的
早
上
，
她
從
抽
屜
裡
找
到
恐
嚇
信
。
信
裡
詳
細
地
記
載
該
怎
麼
掉
包
瓶
子
的
流

程
。
若
不
照
做
的
話
，
便
會
公
開
從
村
橋
身
上
找
到
的
證
據
。
如
麻
生
老
師
所
述
，
我
們
在
她
房

間
找
到
那
封
信
。
對
了
，
這
兒
有
影
本
。
」 

大
谷
邊
說
邊
從
西
裝
外
套
口
袋
中
，
掏
出
一
張
折
得
整
整
齊
齊
的
白
紙
。
攤
開
後
，
尺
寸
約

莫
大
學
記
事
本
大
小
。
大
谷
放
在
我
面
前
。 

字
跡
如
蚯
蚓
爬
行
般
畸
形
扭
曲
，
但
卻
排
列
得
密
麻
整
齊
，
看
到
的
當
下
，
就
令
人
讀
興
全

無
。 

「
左
手
寫
的
。
再
不
然
，
就
是
右
手
戴
了
層
層
地
手
套
後
寫
的
。
是
隱
匿
字
跡
相
當
有
用
的

方
法
」 我

看
到
這
堆
字
而
不
由
得
皺
起
眉
頭
。
大
谷
瞧
見
我
的
表
情
後
，
向
我
說
明
。 



【
原
文
】 

脅
迫
状
に
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
っ
た
。 

 

『
こ
れ
は
脅
迫
状
だ
か
ら
人
に
見
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

あ
な
た
は
今
日
、
こ
こ
に
命
令
す
る
通
り
に
行
動
し
な
さ
い
。 

一
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
員
の
行
動
か
ら
目
を
離
さ
な
い
こ
と
。
彼
女
達
は
、
予
め
大
道
具
や
小
道

具
を
部
室
か
ら
何
処
か
に
移
動
さ
せ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
時
に
、
前
島
氏
の
小
道
具
の
一
つ

で
あ
る
一
升
ビ
ン
を
ど
こ
に
置
く
か
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
目
的
で
す
。 

二
、
手
袋
を
用
意
し
て
お
き
な
さ
い
。
こ
の
手
袋
を
三
の
行
動
に
移
る
前
に
必
ず
着
用
し
な
さ

い
。 

三
、
一
年
生
校
舎
の
一
階
に
あ
る
物
置
に
行
き
な
さ
い
。
そ
こ
に
白
い
紙
袋
が
置
い
て
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
に
一
升
ビ
ン
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
た
ら
、
即
座
に
一
で
調
べ
た
場
所

に
行
き
、
一
升
瓶
を
す
り
替
え
な
さ
い
。 

四
、
本
物
の
一
升
ビ
ン
は
人
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
捨
て
れ
ば
よ
ろ
し
い
。
た
だ
し
紙
袋
は
別

の
場
所
に
捨
て
る
こ
と
。 

  

【
訳
文
】 

恐
嚇
信
的
內
容
如
下
。 

 

﹃
這
是
封
恐
嚇
信
，
請
勿
讓
他
人
閱
覽
。 

 

今
天
你
必
須
如
本
信
中
所
命
令
的
行
動
。 

一
、
監
視
射
箭
社
團
員
的
行
動
。
她
們
應
會
將
大
小
道
具
從
團
室
移
往
他
處
。
先
了
解
前
島

那
一
公
升
瓶
子
，
放
置
何
處
。 

二
、
準
備
好
手
套
。
進
行
第
三
項
的
行
動
前
，
務
必
配
戴
手
套
。 

三
、
到
一
年
級
校
舍
的
一
樓
置
物
處
。
那
裡
放
置
著
白
色
的
紙
袋
。
確
認
袋
中
裝
有
一
公
升

裝
的
瓶
子
後
，
立
即
到
一
、
的
瓶
子
放
置
處
，
用
白
色
袋
中
的
瓶
子
，
將
它
換
掉
。 

四
、
將
真
的
瓶
子
丟
棄
於
不
醒
目
之
處
即
可
。
但
是
，
紙
袋
必
須
棄
置
他
處
。 

    

 

   



【
原
文
】 

五´

以
上
の
作
業
が
終
わ
っ
た
ら
、
速
や
か
に
元
の
場
所
に
戻
り
な
さ
い
。
あ
な
た
が
気
を

付
け
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
絶
対
に
誰
に
も
見
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
無
論
誰
に
し
ゃ
べ
っ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
も
し
指
示
通
り
に
行
動
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
制
裁
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
制
裁
と
は
先
日
ム
ラ
ハ
シ
の
所
持
品
か
ら
発
見

し
た
物
を
公
表
す
る
こ
と
で
す
。
参
考
の
た
め
、
そ
れ
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
ま
す
。 

あ
な
た
の
将
来
や
立
場
を
考
え
、
指
示
に
従
い
な
さ
い
。
』 

 

「
な
か
な
か
の
曲
者
で
す
よ
、
犯
人
は
」 

私
が
読
み
終
え
て
顔
を
上
げ
る
と
、
大
谷
は
た
め
息
を
つ
き
あ
な
が
ら
言
っ
た
。 

「
一
を
使
っ
て
殺
人
を
す
る
。
こ
れ
だ
と
遠
隔
操
作
み
た
い
な
も
の
で
、
直
接
の
手
掛
り
が

非
常
に
得
に
く
く
な
る
ん
で
す
よ
。
一
升
ビ
ン
や
紙
袋
、
そ
れ
か
ら
こ
の
脅
迫
状
と
い
う
手

掛
り
が
あ
る
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
、
決
定
的
に
犯
人
に
近
づ
く
と
い
う
こ
と
は
期
待
薄
で

し
ょ
う
ね
」 

し
か
も
犯
人
は
か
な
り
知
能
程
度
が
高
い
、
と
い
う
印
象
を
私
は
こ
の
脅
迫
状
か
ら
受
け
て

い
た
。
誤
字
脱
字
が
全
く
な
い
上
に
、
指
示
も
整
然
と
し
て
い
る
。 

「
そ
れ
で
、
犯
人
が
村
橋
先
生
の
所
持
品
か
ら
持
ち
去
っ
た
物
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？ 

 

も
う
そ
ろ
そ
ろ
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
」 

あ
の
麻
生
恭
子
が
絶
対
服
従
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
程
の
も
の
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
私
た
と
え
そ

れ
が
事
件
と
無
関
係
で
あ
っ
た
と
し
て
も
知
り
た
か
っ
た
。 

  

【
訳
文
】 

五
、
以
上
作
業
完
成
後
，
盡
速
回
到
原
來
的
崗
位
。
注
意
你
的
行
動
，
絕
對
不
能
被
任
何
人

看
見
。
當
然
，
也
不
能
告
訴
任
何
人
。
若
未
依
照
指
示
，
懲
罰
將
隨
之
而
來
。
村
橋
的

持
有
物
將
會
被
公
開
。
附
上
影
本
供
妳
參
考
。 

為
了
妳
的
未
來
及
立
場
打
算
，
遵
照
指
示
為
上
策
。
﹄ 

  

「
這
犯
人
不
簡
單
，
像
個
編
曲
家
」 

我
讀
完
抬
起
頭
後
，
大
谷
嘆
口
氣
說
。 

 

「
借
刀
殺
人
。
這
種
遠
距
操
作
的
手
法
，
很
難
直
接
得
到
有
力
的
證
據
。
一
升
裝
的
瓶
子
、

紙
袋
以
及
這
封
恐
嚇
信
雖
是
線
索
，
但
若
說
能
使
我
們
更
接
近
兇
手
的
話
，
卻
是
希
望
渺
茫
。 

 

況
且
，
從
這
封
恐
嚇
信
內
容
帶
給
我
的
印
象
，
嫌
犯
的
智
商
頗
高
。
全
無
錯
漏
字
，
指
示
也

條
理
分
明
。 

 

「
那
麼
，
犯
人
到
底
拿
走
了
村
橋
什
麼
所
有
物
？ 

總
該
告
訴
我
了
吧
。 

到
底
讓
那
麻
生
恭
子
屈
服
，
不
敢
違
背
的
是
何
物
。
就
算
與
案
件
無
關
，
我
也
很
好
奇
。 



【
原
文
】 

 
だ
が
私
の
期
待
を
裏
切
っ
て
、
大
谷
は
首
を
横
に
振
っ
た
。 

 
「
実
を
言
う
と
そ
れ
が
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
最
初
に
言
っ
た
で
し
ょ
、
麻
生
先

生
は
一
部
を
除
い
て
全
て
話
さ
れ
た
と
。
そ
の
『
一
部
』
が
そ
れ
な
の
で
す
。
脅
迫
状
に
は
『
そ

れ
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
た
』
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
コ
ピ
ー
は
早
々
に
処
分
し
た
ら

し
い
で
す
な
」 

 
 

「
し
か
し
そ
れ
で
は
彼
女
の
話
を
全
面
的
に
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
？
」 

 

全
て
が
彼
女
の
作
り
話
、
と
い
う
考
え
方
も
で
き
な
く
は
な
い
の
だ
。 

 

「
い
や
、
こ
の
話
信
じ
て
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
言
う
の
は
で
す
ね
、
一
昨
日
の
夜
、

前
島
先
生
が
車
に
襲
わ
れ
た
時
刻
に
、
麻
生
先
生
は
自
分
の
部
屋
に
い
た
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
の
で
す
よ
」 

 

「
ほ
う
…
」 

 

「
こ
の
ア
リ
バ
イ
は
確
実
で
す
よ
。
何
し
ろ
あ
の
日
は
我
々
の
仲
間
が
ず
っ
と
彼
女
を
マ
ー

ク
し
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
ア
リ
バ
イ
と
言
え
ば
、
何
度
も
言
う
よ
う
に
村
橋
先
生
の
時
に
も
完

璧
な
ア
リ
バ
イ
が
あ
る
。
そ
れ
に
偽
の
脅
迫
状
を
前
々
か
ら
用
意
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
で

す
か
ら
ね
。
」 

 

私
は
麻
生
恭
子
の
「
真
相
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
た
。
あ

れ
は
こ
う
い
う
意
味
だ
っ
た
の
だ
。 

  

【
訳
文
】 

 

和
我
的
期
望
背
道
而
馳
地
，
大
谷
搖
了
搖
頭
。 

「
老
實
說
，
這
還
是
個
謎
。
剛
說
過
，
麻
生
老
師
除
了
某
一
部
份
的
事
之
外
，
其
他
毫
無
保 

留
地
招
認
了
。
這
﹃
某
一
部
份
﹄
指
的
，
就
是
犯
人
拿
走
的
東
西
。
恐
嚇
信
中
雖
寫
「
附
上
影

本
」
，
但
那
影
本
早
已
被
處
理
掉
了
」 

 

「
如
此
一
來
，
她
說
的
話
就
不
足
盡
信
，
不
是
嗎
」 

 

不
能
排
除
，
全
都
是
她
編
出
來
的
謊
言
。 

 

「
我
倒
認
為
可
以
相
信
。
因
為
，
前
天
晚
上
，
前
島
老
師
遇
襲
的
時
候
，
麻
生
老
師
被
證
實

就
在
自
己
房
裡
」 

 

「
嗯
…
」 

 

「
這
個
不
在
場
證
明
已
經
被
證
實
。
因
為
我
們
的
人
老
早
就
在
注
意
她
。
說
到
不
在
場
證

明
，
如
同
先
前
所
說
，
村
橋
老
師
被
殺
時
，
她
也
有
完
美
的
不
在
場
證
明
。
很
難
想
像
這
封
恐
嚇

信
是
她
在
那
之
前
偽
造
的
」 

 

我
想
起
她
曾
說
「
真
相
不
是
所
想
的
那
樣
」
這
話
。
到
底
是
何
意
思
。 

  



【
原
文
】 

 
「
と
言
う
わ
け
で
で
す
ね
、
実
際
に
動
い
た
の
は
麻
生
先
生
だ
っ
た
が
、
真
犯
人
は
別
に
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
前
島
先
生
に
は
、
も
う
一
度
犯
人
の
心
当
た
り
を

考
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
」 

 

私
は
力
な
く
首
を
振
っ
た
。 

 

「
そ
の
点
に
関
し
て
は
全
く
…
も
う
少
し
考
え
て
み
ま
す
が
、
大
谷
さ
ん
達
の
調
査
の
方
は

ど
う
な
の
で
す
か
？
」 

 

「
い
や
、
捜
査
は
進
め
て
い
る
の
で
す
が
ね
」 

 

彼
も
ま
た
こ
の
点
に
つ
い
て
は
歯
切
れ
が
悪
か
っ
た
。
「
と
に
か
く
手
掛
か
り
は
少
な
く
な
い

の
で
す
か
ら
、
全
力
を
あ
げ
て
追
及
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
前
島
先
生
は
、
今
後
の
行
動
に
は
く
れ

ぐ
れ
も
気
を
付
け
て
下
さ
い
。
麻
生
先
生
が
自
供
し
た
こ
と
で
犯
人
は
焦
っ
て
い
ま
す
。
近
い
う

ち
に
必
ず
狙
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
か
ら
」 

 

気
を
付
け
ま
す
、
と
殊
勝
に
頭
を
下
げ
た
。 

 

「
と
こ
ろ
で
…
結
局
麻
生
先
生
の
罪
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？
」 

 

「
難
し
い
問
題
で
す
ね
」 

 

大
谷
は
困
っ
た
よ
う
な
顔
を
し
た
。
「
脅
迫
さ
れ
て
仕
方
な
く
や
っ
た
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
情

状
酌
量
の
余
地
が
あ
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
脅
迫
状
を
出
し
た
人
間
が
村
橋
先
生
を
殺

し
た
人
物
と
同
一
だ
と
い
う
こ
と
が
明
白
だ
っ
た
上
に
、
麻
生
先
生
に
と
っ
て
前
島
先
生
が
邪
魔

な
存
在
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
す
。
こ
う
な
る
と
解
釈
の
仕
方
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

く
る
」 

 
 

 

【
訳
文
】 

「
所
以
說
，
實
際
上
動
手
的
是
麻
生
老
師
，
但
真
兇
確
另
有
其
人
。
要
請
前
島
老
師
，
再
仔

細
想
想
，
還
有
沒
有
關
於
兇
手
的
線
索
」 

我
無
力
地
點
點
頭
。 

 

「
有
點
困
難
…
但
我
會
再
想
想
。
大
谷
先
生
，
你
們
有
查
到
什
麼
嗎
？
」 

 

「
還
在
進
行
中
」 

 

大
谷
說
得
含
糊
不
清
。「
總
之
，
目
前
搜
集
到
的
證
據
不
算
少
，
我
們
會
全
力
以
赴
。
前
島
老

帥
今
後
也
注
意
自
身
安
全
。
據
麻
生
老
師
供
述
，
兇
手
現
正
焦
急
。
想
必
最
近
會
有
所
行
動
」 

 

我
會
注
意
，
我
回
答
且
特
別
低
下
頭
示
意
。 

 

「
那
…
麻
生
老
師
犯
下
的
罪
怎
麼
處
理
？
」 

 

「
這
很
讓
人
頭
痛
啊
」 

 

大
谷
露
出
懊
惱
地
神
情
。
「
遭
恐
嚇
進
而
犯
下
罪
刑
的
情
況
下
，
或
許
可
以
酌
情
處
理
吧
。
然

而
，
既
已
釐
清
寫
下
恐
嚇
信
的
人
和
殺
害
村
橋
老
師
的
兇
手
為
同
一
人
的
狀
況
下
，
對
麻
生
來

說
，
你
就
變
成
了
大
麻
煩
。
如
此
一
來
，
該
怎
麼
對
此
做
解
釋
就
變
得
極
為
重
要
。 



【
原
文
】 

 
「
と
言
い
ま
す
と
？
」 

 
訊
き
な
が
ら
私
は
、
大
谷
の
言
い
た
い
こ
と
が
分
か
り
か
け
て
い
た
。 

 

「
未
必
の
故
意
が
麻
生
先
生
の
頭
の
中
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
や
、
こ

の
場
合
も
う
少
し
積
極
的
な
も
の
、
つ
ま
り
前
島
先
生
が
死
ね
ば
い
い
と
い
う
気
持
ち
が
は
た
ら

い
た
の
で
は
な
い
か
ど
う
疑
問
が
起
き
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
な
る
と
我
々
刑
事
で
は
判
断
し
よ
う

が
な
い
」 

 

少
な
く
と
も
私
が
死
ん
で
も
か
ま
わ
な
い
と
思
っ
た
だ
ろ
う
な
䢣
ー
ー
少
々
暗
い
気
持
ち
な

り
な
が
ら
、
私
は
大
谷
の
言
葉
を
聞
い
て
い
た
。 

  

【
訳
文
】 

「
怎
說
？
」 

 

這
時
，
我
漸
漸
明
白
了
他
的
說
法
。 

 

「
重
點
在
於
麻
生
老
師
是
否
漠
視
事
件
的
發
生
。
這
種
情
況
下
，
法
律
上
屬
於
比
較
積
極
的

行
為
。
總
之
，
她
是
否
抱
有
前
島
老
師
死
也
無
妨
的
心
態
，
這
疑
問
會
浮
出
檯
面
。
事
若
至
此
，

就
不
是
我
們
刑
警
所
能
判
斷
的
了
」 

 

她
至
少
應
該
想
過
，
我
死
了
也
無
所
謂
吧-

-
-

我
邊
聽
著
大
谷
的
解
釋
，
心
情
鬱
悶
了
起
來
。 


